
は
し
が
き

　

本
書
で
取
り
上
げ
る
播は
り

磨ま

・
但た

馬じ
ま

・
丹た
ん

波ば

・
摂せ
っ

津つ

・
淡あ
わ

路じ

は
、
現
在
の
兵
庫
県
全
域
と
大
阪
府
の
北
中
部
の
大
半
、
京
都
府
の
北
西

部
の
一
部
と
い
う
広
大
な
地
域
が
該
当
す
る
。
範
囲
が
広
範
な
だ
け
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
は
特
色
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
地
域
は
京

都
に
も
近
い
と
い
う
好
条
件
だ
っ
た
が
、
赤あ
か

松ま
つ

氏
、
山や
ま

名な

氏
と
い
っ
た
守
護
家
は
一
五
世
紀
後
半
か
ら
一
六
世
紀
前
半
に
か
け
て
衰
退

し
、
中
央
の
政
局
に
あ
ま
り
絡
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。

　

播
磨
は
南
北
朝
期
以
降
、
一
時
期
を
除
い
て
赤
松
氏
が
守
護
を
務
め
た
。
赤
松
氏
は
西
播
磨
に
拠
点
を
定
め
、
戦
国
時
代
に
は
置お

塩し
お

城
（
姫
路
市
）
を
居
城
と
し
た
。
ま
た
室
町
幕
府
で
は
、
侍
さ
む
ら
い

所ど
こ
ろ

の
所し
ょ

司し

に
任
じ
ら
れ
る
家
柄
だ
っ
た
。
播
磨
は
瀬
戸
内
海
に
面
し
て

い
た
の
で
、
英あ

賀が

（
姫
路
市
）
な
ど
で
は
海
上
交
通
が
発
達
し
て
い
た
。
東と
う

寺じ

領
矢や
の
の
し
ょ
う

野
荘
（
相
生
市
）、
法
隆
寺
領
鵤
い
か
る
が
の
し
ょ
う
荘
（
太
子
町
）

は
、
戦
国
時
代
ま
で
多
く
の
史
料
を
残
す
稀
有
な
荘
園
で
も
あ
る
。
赤
松
氏
は
嘉か

吉き
つ

元
年
（
一
四
四
一
）
の
嘉
吉
の
乱
で
没
落
し
た
が
、

赤
松
政ま
さ

則の
り

は
応
仁
・
文
明
の
乱
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
播
磨
な
ど
三
カ
国
の
守
護
に
返
り
咲
い
た
。
し
か
し
、
養
子
の
義よ
し

村む
ら

の
代
以
降
、

配
下
の
浦う
ら

上が
み

氏
の
台
頭
を
許
す
と
、
著
し
く
衰
退
し
て
一
地
域
権
力
に
転
落
し
た
。
織
豊
時
代
に
至
る
と
、
小こ

寺で
ら

、
別べ
っ

所し
ょ

な
ど
の

国く
に
し
ゅ
う衆
が
存
在
感
を
示
し
た
が
、
播
磨
国
内
を
統
一
す
る
戦
国
大
名
は
登
場
し
な
か
っ
た
。

　

但
馬
は
南
北
朝
期
の
前
半
を
除
い
て
、
山
名
氏
が
守
護
を
務
め
た
。
山
名
氏
は
室
町
幕
府
で
侍
所
の
所
司
に
任
じ
ら
れ
る
家
柄
で
あ

り
、
応
仁
・
文
明
の
乱
で
は
強
い
存
在
感
を
示
し
た
が
、
山
名
宗そ
う

全ぜ
ん

の
死
後
は
徐
々
に
衰
退
し
、
最
終
的
に
は
織
田
信
長
に
屈
し
た
。

但
馬
は
生い
く

野の

銀
山
の
鉱
山
資
源
が
豊
富
で
あ
り
、
信
長
や
豊
臣
秀
吉
も
注
目
し
た
。
戦
国
期
以
降
、
山
名
氏
は
赤
松
氏
と
同
じ
く
、
配

下
に
あ
っ
た
垣か
き

屋や

、
太お
お

田た

垣が
き

な
ど
の
国
衆
の
台
頭
を
許
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

丹
波
・
摂
津
・
淡
路
は
、
細ほ
そ

川か
わ

氏
の
領
国
だ
っ
た
。
丹
波
西
部
（
兵
庫
県
域
）
は
戦
国
時
代
に
な
る
と
、
守
護
代
家
の
波は

多た

野の

氏
が

i



台
頭
し
、
細
川
氏
に
代
わ
っ
て
支
配
を
展
開
し
た
。
そ
の
拠
点
が
八や

上か
み

城
（
丹
波
篠
山
市
）
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
赤あ
か

井い

氏
、
荻お
ぎ

野の

氏

と
い
っ
た
国
衆
が
注
目
さ
れ
る
。
摂
津
西
部
（
兵
庫
県
域
）
で
は
細
川
氏
が
衰
退
す
る
と
、
三み

好よ
し

長な
が

慶よ
し

が
勢
力
を
築
く
こ
と
に
な
っ
た
。

織
豊
時
代
に
三
好
氏
が
衰
え
、
信
長
の
時
代
が
到
来
す
る
と
、
荒あ
ら

木き

村む
ら

重し
げ

が
有あ
り

岡お
か

城
（
伊
丹
市
）
を
拠
点
と
し
て
支
配
を
展
開
し
た
。

尼あ
ま
が
さ
き崎

（
尼
崎
市
）
や
兵ひ
ょ
う
ご
の
つ

庫
津
（
神
戸
市
）
は
、
港
湾
と
し
て
大
い
に
発
達
し
た
。
一
方
、
淡
路
は
細
川
氏
が
守
護
と
し
て
支
配
を
行
っ

た
が
、
残
っ
た
史
料
が
極
端
に
少
な
く
、
戦
国
・
織
豊
時
代
の
様
相
は
不
明
な
点
が
多
い
。

　

戦
国
・
織
豊
時
代
に
な
る
と
、
多
く
の
国
で
は
強
大
な
戦
国
大
名
が
登
場
し
、
一
国
を
支
配
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
播

磨
な
ど
五
カ
国
で
は
、
南
北
朝
以
来
の
伝
統
的
な
守
護
家
で
あ
る
赤
松
氏
、
山
名
氏
、
細
川
氏
が
支
配
を
行
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
つ
い
に
強
大
な
権
力
体
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
群
雄
割
拠
の
時
代
を
克
服
し
た
の
が
信
長
で
あ
り
、
秀
吉
だ
っ
た
。
そ

の
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
本
書
の
目
的
で
あ
る
。

　

本
書
で
は
右
に
示
し
た
政
治
史
だ
け
で
は
な
く
、
宗
教
文
化
、
流
通
経
済
、
民
衆
文
化
、
城
郭
な
ど
も
取
り
上
げ
、
幅
広
い
観
点
か

ら
播
磨
・
但
馬
・
丹
波
・
摂
津
・
淡
路
の
地
域
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
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